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　去る7月7日付けで河川環境課長を拝命しまし

た森川です。どうぞよろしくお願いします。昨年も、

九州北部豪雨をはじめとして日本各地で大きな水害

による被害が出ました。九州北部豪雨などの洪水の

原因は、「線状降水帯」によるものです。この言葉

は平成26年8月豪雨による広島市の土砂災害以降、

広く報道でも用いられるようになりました。平成

27年の鬼怒川の堤防決壊もこれによるものでした。

当時の新聞の見出しには、「堤防が決壊するとか寝

耳に水だった」とありました。寝耳に水とは、予想

もしていないことが起こった際に使います。この語

源には諸説があるようですが、その一つに、豊臣秀

吉の生涯を記した伝記「太閤記」の中の「城中は寝

耳に水の入りたるごとく驚き給へり」がもとだとい

う説があります。ここでの「耳」は地獄耳の耳と同

じで、「聞こえる」という意味です。当時の河川に

は堤防もなく、寝ていて突然洪水の轟音が聞こえて、

驚いたということでしょう。今では、皆さんがお住

まいの近くには立派な堤防があり、洪水の音も聞こ

えず、また何十年も決壊していないわけですから、

まさか近くの堤防が決壊して被害が及ぶとは思いも

よらなかったとなるわけです。

　このようなことから、水管理・国土保全局では、

住民の皆さんに至るまで防災意識を再度認識して頂

くために、「水防災意識社会の再構築」の緊急行動

計画を策定し、逃げ遅れゼロ、被害最小限のため精

力的に取り組んでいます。

　ところで、洪水の原因はこれまでに経験したこと

のない記録的な大雨に違いないのですが、河川管理

施設の維持管理に原因が及ぶ場合があります。一

方で、延長の長い堤防や個々の河川管理施設につい

て、被災する可能性のある箇所とその程度をあらか

じめ特定することは非常に難しいことです。河川管

理はこのような制約のもと、堤防や河川管理施設に

国土交通省 	水管理・国土保全局 	河川環境課長

森川 	幹夫

河川管理について思うこと
コノ人に聞く！

生じた変状を把握し、評価しながら必要な対策を実

施せざるを得ないという宿命を背負っています。平

成25年6月に河川法の一部を改正し、河川管理施

設および許可工作物に関して、それぞれの管理者が

良好な状態に保つように維持または修繕をすること

を明確化しました。政省令において点検の方法や点

検を踏まえた適切な修繕など、維持または修繕に関

して最低限必要な技術的基準も定めました。しかし

ながら、いくら管理技術の基準化が進んだとしても、

現場において的確に技術的な判断を行うためには、

河川管理の特質を理解し豊富な経験を有する技術者

の知見が必要となります。そこで、平成26年度から、

河川技術者教育振興機構による河川維持管理技術者

資格制度がスタートしており、これまでに河川維持

管理技術者の合格者は378名、河川点検士は5753

名となっています。

　河川管理施設の増加・老朽化が進んでいますが、

依然財政状況が厳しい中で、河川の維持管理を持続

的に進めていく必要があります。その一助として、

「革新的河川管理プロジェクト」を平成28年11月

に立ち上げ、オープン・イノベーションの手法によ

りスピード感をもって河川管理へ実装化を図り、河

川管理の高度化を図ることとしています。現在、第

一弾として、陸上・水中レーザードローン、危機管

理型水位計、全天候型ドローンの３テーマについて、

スピーディーな現場実装を目指して検討を進めてい

ます。

　さて、平成9年に河川法に河川環境の整備と保

全が目的に盛り込まれ20年が経過しました。生態

系ネットワークなどの河川環境施策のさらなる展開

と、これからの時流を踏まえた河川管理や水防活動

の活性化など河川環境課の課題は多岐にわたってい

ます。今後とも、河川環境行政に関して、皆様方の

ご協力・ご支援をお願いします。
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特集

河川堤防の点検評価の取組
- 河川財団 河川研究セミナー 2017-

　昨今、社会資本のメンテナンスに関する関心が高まっています。
河川分野においては、平成 25 年河川法が一部改正され、河川管理施設の点検、維持修繕が法
的に位置づけられ、年 1 回の点検評価、点検評価結果の公表の取り組みが始まっています。
　河川財団で開催している河川研究セミナーでの発表内容をもとに、点検評価等の現状、今後点
検評価を効率的・効果的に行っていくための課題等を報告するとともに、点検評価をサポートする
ためのツールさらに、IOT や AI 技術の進展を見据えた点検評価結果のビッグデータ化するための
データベースシステムについて紹介します。

は
じ
め
に

　

河
川
堤
防
の
機
能
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
巡

視
や
堤
防
点
検
を
適
切
に
行
い
、
変
状
な
ど
を
発

見
し
た
場
合
、
適
切
な
評
価
を
行
い
、
変
状
の
状

況
に
応
じ
た
適
切
な
維
持
管
理
を
実
施
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

河
川
財
団
で
は
河
川
環
境
管
理
財
団
の
時
代
か

ら
、
堤
防
の
植
生
タ
イ
プ
の
研
究
を
始
め
、
堤
防

管
理
の
研
究
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
取
り
組
む
と

と
も
に
、
維
持
管
理
に
関
わ
る
業
務
に
数
多
く
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
河
川
財
団
が
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
経
験
を
踏
ま
え
、
河
川
に
お
け
る
堤

防
点
検
や
点
検
評
価
に
つ
い
て
の
現
状
や
、
新
技

術
で
あ
る
河
川
維
持
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ

ム
（
以
下
Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
と
い
う
。）
の
活
用
、
今

後
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
す
。

点
検
評
価
結
果
公
表
に
至
る
経
緯
と
背
景

　

集
中
豪
雨
の
頻
発
や
巨
大
な
台
風
の
襲
来
等
に

よ
る
浸
水
被
害
の
多
発
、
今
後
の
施
設
更
新
数
の

増
加
を
背
景
と
し
て
、
平
成
23
年
５
月
、「
河
川

砂
防
技
術
基
準　

維
持
管
理
編
」
が
策
定
さ
れ
、

そ
れ
に
併
せ
て
河
川
維
持
管
理
計
画
も
作
成
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
概
ね
５
年
間
に
お
け
る
維
持
管

理
に
つ
い
て
河
川
ご
と
に
策
定
、
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
に
は
「
堤
防
等
河
川
管

理
施
設
及
び
河
道
の
点
検
要
領
に
つ
い
て
」
が
発
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河川財団で行っている河川研究セミナー
職員や外部講師等の知見を広く技術者間で共有し、技術向上を目指している

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

維
持
管
理
に
関
し
て
、
大
き
な
転
機
に
な
っ
た

の
が
、
平
成
24
年
12
月
に
起
き
た
笹
子
ト
ン
ネ
ル

の
落
盤
事
故
で
す
。
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
社
会

問
題
に
な
り
、
維
持
管
理
を
具
体
的
に
実
施
し
て

い
く
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
国
、
地
方
公
共
団

体
、
高
速
道
路
会
社
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
管
理
者
を

中
心
に
、
戦
略
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
取
組
み
が

推
進
さ
れ
、
道
路
だ
け
で
は
な
く
、
河
川
管
理
施

設
等
に
つ
い
て
も
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
は
、
河
川
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
堤
防
等
の
河
川
管
理
施
設
の
維
持
管
理
が
明

確
化
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
社
会
資
本
整
備
審

議
会
か
ら
「
今
後
の
社
会
資
本
の
維
持
管
理
・
更

新
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
が
答
申
さ
れ
、
国
民
の

理
解
と
協
力
を
得
て
い
く
た
め
、
社
会
資
本
の
健

全
性
に
つ
い
て
公
表
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
27
年
、
28
年
に
河
道
の
点

検
要
領
や
点
検
結
果
評
価
要
領
が
発
出
さ
れ
、
点

検
の
充
実
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
出

水
期
前
点
検
評
価
に
つ
い
て
、
ま
も
な
く
公
表
さ

れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
（【
注
】
本
原
稿
は
７

月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
河
川
研
究
セ
ミ
ナ
ー
で
の

発
表
内
容
を
も
と
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
出

水
期
前
点
検
評
価
は
、
８
月
４
日
に
公
表
さ
れ
ま

し
た
）。

　

河
川
財
団
で
は
、
点
検
結
果
評
価
要
領
の
策
定

や
点
検
評
価
結
果
の
集
計
に
携
わ
っ
て
お
り
、
こ

こ
で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
後
の
点
検
業

河川維持管理データベース（RMDIS）の端末
タブレットにより河川点検巡視を効率的に行う支援システム
このタブレットで現場の変状を確認し、記録します

河川維持管理データベース（RMDIS）の Web システム
このシステムによりにより各種変状の状況を収集・閲覧します
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は
、
ス
モ
ー
ル
a
、
b
、
c
、
d
が
規
定
さ
れ
て

お
り
、
点
検
者
が
機
能
低
下
の
状
況
、
進
行
性
を

評
価
し
ま
す
。
a
は
健
全
な
状
態
。
b
は
要
監
視

段
階
で
、
引
き
続
き
監
視
す
る
も
の
。
c
は
予
防

保
全
段
階
の
位
置
づ
け
で
す
が
、
こ
れ
以
上
変
状

が
進
行
し
た
場
合
機
能
が
保
持
で
き
る
か
判
断
が

困
難
な
も
の
が
多
い
の
が
実
情
で
す
。
d
と
い
う

の
は
、
す
ぐ
に
直
す
必
要
が
あ
る
措
置
段
階
と
い

う
評
価
を
行
い
ま
す
。

　

ス
モ
ー
ル
a
、
b
、
c
、
d
の
評
価
を
踏
ま
え
、

一
連
区
間
あ
る
い
は
施
設
ご
と
の
評
価
と
し
て

ラ
ー
ジ
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
と
い
う
総
合
的
な
評
価

を
実
施
し
ま
す
。

点
検
評
価
結
果
の
現
状	

　

平
成
27
年
、
平
成
28
年
に
全
国
的
に
点
検
評
価

の
試
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
d
評
価
は
最
初
２
％

あ
り
、
全
国
的
に
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
基
本
的
に
d
評
価
と
い
う
の
は
発
見
し
次

第
す
ぐ
補
修
し
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
後
の

評
価
は
「
異
状
な
し
」、
あ
る
い
は
補
修
直
後
で

そ
の
後
の
監
視
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら

b
評
価
に
な
り
ま
す
。

　

今
現
在
の
状
況
で
は
b
評
価
の
割
合
が
増
加

し
、
c
、
d
の
評
価
の
割
合
が
減
少
し
て
い
る
傾

向
で
す
。
d
評
価
、
c
評
価
に
対
し
て
b
評
価
が

２
倍
程
度
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

実
際
の
点
検
に
お
い
て
は
、
点
検
評
価
要
領
等

に
基
づ
い
た
点
検
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、

務
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
課
題
を
提
示
し
つ

つ
、
点
検
評
価
結
果
の
現
状
や
改
善
等
を
述
べ
て

い
き
ま
す
。

　
点
検
評
価
要
領
の
概
要	

　

点
検
評
価
は
、
点
検
を
実
施
し
、
変
状
を
発
見

し
た
場
合
、
そ
れ
を
適
正
に
評
価
す
る
と
い
う
手

順
と
な
り
ま
す
。変
状
ご
と
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

最
初
に
職
員
や
業
務
委
託
も
含
め
、
点
検
の
実
施

時
に
一
次
評
価
と
い
う
形
で
評
価
し
ま
す
。

　

一
次
評
価
の
次
に
二
次
評
価
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
横
断
的
連
絡
調
整
会
議
と
い
う
事

務
所
の
関
係
部
署
が
参
加
す
る
会
議
で
あ
り
、
一

次
評
価
を
受
け
て
事
務
所
と
し
て
評
価
を
す
る
会

議
で
す
。
責
任
問
題
を
個
人
で
は
な
く
、
組
織
と

し
て
評
価
す
る
の
が
二
次
評
価
で
す
。
最
終
的
に

は
個
別
に
評
価
を
し
ま
す
が
、
堤
防
は
あ
る
程
度

の
一
連
区
間
、
ま
た
は
構
造
物
の
と
こ
ろ
は
施
設

ご
と
に
評
価
し
ま
す
。

　

河
川
は
、
不
定
期
な
外
力
に
さ
ら
さ
れ
て
も
河

川
管
理
施
設
の
機
能
は
停
止
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
河
川
管
理
施
設
の
長
寿
命
化
や
維
持
管
理
コ

ス
ト
の
縮
減
を
図
る
た
め
に
、「
予
防
保
全
」
の

推
進
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
河
川

関
連
施
設
の
受
け
る
外
力
は
、
低
頻
度
の
大
規
模

な
外
力
を
主
な
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
進
行
す

る
可
能
性
の
あ
る
変
状
等
は
、継
続
的
に
「
監
視
」

を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
以
上
の
考
え

を
基
に
評
価
区
分
が
な
さ
れ
て
お
り
、
評
価
区
分

RMDIS による点検評価の様子

※１. 既往資料等（治水地形分類図、災害履歴、地質情報 築堤履歴、定期横断測量図、

浸透流解析結果、設計資料等）を踏まえる

※２. 不可視、発生原因が不明な変状については、必要に応じて、詳細点検（調査を含む）

を実施し、その点検結果を踏まえる

※３. 軽微な補修を必要とする変状を含む

※４. 必要に応じて、詳細点検（調査を含む）を実施

 
 
 

変状発見

【二次評価】
横断的連絡調整会議等で

組織として評価 ※１,※2

(a,b,c,d）

B区分
（要監視段階）※３

C区分
（予防保全段階）※４

D区分
（措置段階）

【一次評価】
点検者等が機能低下の状

態・進行性を評価
(a,b,c,d

※評価結果は小文字(ａ、b、c 、d)で表示

A区分
（異状無し）

[総合的な評価]
（一連区間又は施設ごと）

※評価結果は大文字(A、B、C、D ) で表示

変状箇所ごとの評価

点 検

）

評価の手順（フロー）
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表
１
は
河
川
財
団
が
受
託
し
て
い
る
業
務
に
お

け
る
事
務
所
ご
と
の
変
状
（
b
評
価
、
c
評
価
）

の
合
計
で
す
。例
え
ば
Ａ
河
川
で
は
１
３
４
箇
所
、

１
km
当
た
り
の
変
状
箇
所
は
１
箇
所
、
Ｂ
で
は
１

km
あ
た
り
６
箇
所
、
Ｃ
河
川
は
４
箇
所
で
す
。
Ａ

河
川
の
変
状
発
見
数
が
少
な
い
わ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
く
ら
い
目
視
等
の
「
変
状
」
の
着
目
に
差
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
ど
の
よ
う

な
変
状
を
記
録
す
る
か
と
い
う
の
は
、
体
制
を
組

ん
で
点
検
を
す
る
方
々
が
ど
の
「
変
状
」
に
着
目

す
る
か
に
よ
り
評
価
の
判
断
に
差
異
が
出
て
く
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
図
１
の
円
グ
ラ
フ
は
変
状
箇
所
を
変
状

項
目
ご
と
に
整
理
し
た
図
で
、
こ
こ
で
は
Ｂ
河
川

と
い
う
の
は
変
状
が
８
５
０
箇
所
あ
っ
て
、
⑧
小

動
物
の
穴
が
非
常
に
多
い
。Ａ
河
川
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
小
動
物
の
穴
は
な
く
て
、
侵
食
と
か
植

生
の
異
状
が
多
い
。
そ
れ
ぞ
れ
河
川
に
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
こ
の
数
字
は
、
ど
ち
ら
が
正
し
い

か
と
い
う
の
は
な
か
な
か
言
え
な
い
の
で
す
が
、

見
る
目
を
あ
る
程
度
平
準
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

点
検
評
価
の
課
題	

　

以
上
ま
で
の
点
検
評
価
の
現
状
に
お
い
て
、
河

川
財
団
と
し
て
改
善
す
べ
き
課
題
と
し
て
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
以
下
の
事
柄
で
す
。
１
つ
は
点

検
の
現
場
で
b
、
c
評
価
を
入
力
し
て
い
な
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
通
常
、
変
状
と
し
て
記
録

作
業
等
へ
の
不
慣
れ
か
ら
、
記
入
ミ
ス
、
未
記
入

が
多
い
状
況
で
す
。
未
記
入
、
変
状
規
模
の
計
測

単
位
が
不
統
一
、
様
式
の
改
変
等
か
ら
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
分
析
が
困
難
な
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
状
況
に
お
い
て
、
点
検
業
務
に
つ
い

て
も
後
ほ
ど
述
べ
る
Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
が
十
分

に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
あ
る
程
度
解
消
さ
れ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
、
現
在
Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
に
つ
い
て
も
改

良
等
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

	

堤
防
点
検
評
価
業
務	

　

点
検
評
価
結
果
の
実
態
に
つ
い
て
、
河
川
財
団

で
受
託
し
て
い
る
河
川
管
理
施
設
監
理
検
討
業
務

か
ら
、
い
く
つ
か
事
例
を
述
べ
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
「
河
川
管
理
施
設
監
理
検
討

業
務
」
の
試
行
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
業

務
は
、
各
整
備
局
２
、３
の
河
川
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
内
容
は
、
発
注
す
る
事
務
所
に

よ
っ
て
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
主
な
業
務

は
堤
防
点
検
の
補
助
で
す
。
補
助
の
内
容
は
、
点

検
評
価
の
判
断
が
難
し
い
場
合
b
、
c
な
ど
の
評

価
づ
け
の
提
案
等
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
d
評
価

の
事
案
が
あ
れ
ば
、
対
策
案
の
提
案
や
河
川
カ
ル

テ
の
更
新
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
場
で
の
評
価
は
、
一
次
評
価
で
す
か
ら
、
最

終
的
に
は
事
務
所
内
連
絡
調
整
会
議
で
二
次
評
価

を
実
施
し
ま
す
。

①亀裂
【19】14%

②陥没・不陸
【23】17% ③法崩れ

【1】1%

④沈下
【1】1%

⑤堤脚保護工の変形
【5】4%

⑧小動物の穴
【3】2%

⑨排水不良
【11】8%

⑩樹木の侵入
【5】4%

⑪侵食・植生異常
【36】27%

⑬護岸の損傷
【16】12%

⑭護岸はらみだし
【1】1%

⑮護岸基礎部洗掘
【1】1%

⑳鋼矢板背後地盤沈下
【2】1%

㉑鋼矢板笠コン変形
【2】1%

㉓護岸その他
【2】1%

㉒土提その他
【6】4%

①亀裂
【53】
6%

②陥没・不陸
【82】10%

③法崩れ
【4】0.5%

⑤堤脚保護工の変形
【16】2%

⑧小動物の穴
【284】33%

⑨排水不良
【7】0.8%

⑩樹木の侵入
【140】16%

⑪侵食・植生異常
【114】13%

⑬護岸の損傷
【88】10%⑫漏水・憤砂

【3】0.4%

㉑鋼矢板笠コン変形
【1】0.1%

㉓護岸その他
【26】3%

㉒土提その他
【30】3.5%

⑥はらみだし
【1】0.1%

⑦寺勾配
【1】0.1%

A 河川（総数：134） B 河川（総数：850）

【図 1】点検評価結果

【表 1】事務所ごとの変状（b 評価、c 評価）の合計

A 河川：変状数 134（0.92 箇所 /1km）
B 河川：変状数 850（6.38 箇所 /1km）
C 河川：変状数 620（4.30 箇所 /1km）
⇒河川特性等により発生する変状状況等が異なるものの、変状記録数に大きな差異が生じている。
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を
広
く
認
知
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
普
及
・
活

用
が
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
はRiver	M

anagem
ent	D

ata	

Intelligent	System

の
略
称
と
い
う
こ
と
で
、

Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
、頭
文
字
を
と
っ
て
「
リ
マ
デ
ィ
ス
」

と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。

　

Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
の
目
的
と
し
て
大
き
く
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

①
河
川
維
持
管
理
の
現
場
に
お
け
る
河
川
維
持
管

理
業
務
を
着
実
に
、
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め

の
業
務
支
援

②
現
場
で
の
河
川
維
持
管
理
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
の
支
援
、
及
び

こ
れ
に
基
づ
く
技
術
基
準
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
類
の

充
実
な
ど
、
業
務
の
高
度
化
の
た
め
の
知
見
の

効
率
的
な
集
積

③
河
川
維
持
管
理
の
政
策
の
企
画
立
案
に
資
す
る

基
礎
的
な
情
報
収
集
の
効
率
化
と
適
切
な
管
理

　

河
川
点
検
巡
視
支
援
シ
ス
テ
ム
（
図
２
参
照
）

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
っ
て
現
場
で
、
点
検
記
録

し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

現
在
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
オ
フ
ラ
イ
ン
で
運
用
さ
れ

て
お
り
、
サ
ー
バ
ー
へ
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
、
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
、ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
ツ
ー
ル
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
サ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
整
備
局
ご
と
の

運
用
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
８
整
備
局
に
加
え
北

海
道
開
発
局
の
計
９
つ
の
サ
ー
バ
ー
が
動
い
て
い

る
状
況
で
す
。

さ
れ
る
も
の
が
変
状
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
判
断
の
困
難
性
か
ら
評
価
し
な
い
な
ど

の
場
合
、
個
別
の
評
価
は
、
で
き
る
だ
け
現
場
で

実
施
し
な
い
と
対
処
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
後
で

総
合
評
価
や
二
次
評
価
を
し
ま
す
が
、
写
真
を
見

た
だ
け
で
は
な
か
な
か
評
価
は
難
し
い
で
す
。
そ

の
た
め
、
現
場
で
評
価
を
す
る
必
要
性
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
の
操
作
の
不
慣
れ
に
よ
っ

て
、
点
検
評
価
の
入
力
が
現
場
で
実
施
で
き
て
い

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
現
場
か
ら

出
張
所
に
持
ち
帰
っ
て
ま
た
初
期
入
力
す
る
こ
と

に
な
り
、
Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
る

効
率
化
が
充
分
図
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
の
普
及
を
図
っ
て
い
く
、
さ
ら
に

は
普
及
す
る
に
あ
た
っ
て
の
使
い
勝
手
の
向
上
等

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

河
川
維
持
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム

の
概
要
（
以
下
、
Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
）

			　

河
川
財
団
で
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
に
つ
い
て
開
発

段
階
か
ら
一
貫
し
て
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
点
検
評
価
を
効
率
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の

利
便
性
を
紹
介
し
ま
す
。
前
述
の
と
お
り
、
現
在

点
検
評
価
に
お
い
て
Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
が
十
分

に
図
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
こ
の
利
便
性

RMDISは、5つのサブシステムで構成

①

②

③

④

⑤

[職員PC]Webシステム

[職員PC]ダウンロード・アップロードツール

[タブレット]河川点検巡視支援システム

[タブレット]維持管理対策支援システム

[巡視員PC]タブレットデータ確認・編集ツール

関東地方整備局のイントラネットを介して本局のデータベースの閲覧・編
集を行うWebシステム。

タブレットと本局のデータベースを同期するためのツール。PCにタブレット
をUSBで接続した上でダウンロード・アップロードを実施する。

※タブレットはオフラインのため、現場では本局のデータベースに接続で
きない。

現場において、点検または巡視で発見した事象を登録・閲覧するための
タブレットアプリケーション。

現場において、点検または巡視で登録された要対策事象に対する維持
管理対策を登録・閲覧するためのタブレットアプリケーション。

タブレットを使って現場で入力した巡視・点検の記録をExcel帳
票の形式で出力・確認・編集するツール。巡視記録の場合は
巡視日誌として出力する。編集した結果はタブレットに書き戻
すことができる。

整
備
局
本
局

事
務
所

出
張
所

現
場

サーバ

DB

システム管理者が管理

（事務所・出張所のユー
ザが直接操作すること
は無い）

データの
一元管理

職員PC

整
備
局

LAN

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗで各種維
持管理行為や日常業務の
データの閲覧・入力・帳票出
力・分析を行う

現場から
到着後に
アップロード

タブレット

USB接続

① ②

③

④

タブレットのアプリで
・過去の記録閲覧
・新規の記録入力

※点検巡視と維持管理
対策で別アプリ

巡
視
業
者

職員・巡視員PC USB接続

⑤タブレットデータ確
認・編集ツールは
タブレットで登録さ
れた情報・写真等
の編集を行う

【図 2】RMDIS のシステム構成
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る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
点
が
業
務
の
効
率
化
に
大

幅
に
寄
与
す
る
と
考
え
ま
す
。

	　

変
状
等
の
情
報
と
し
て
位
置
、
内
容
、
写
真
が

確
実
に
記
録
で
き
る
と
い
う
点
も
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
画
面
に
は
国
土
地
理
院
の

地
図
が
出
て
き
ま
す
（
図
３
参
照
）。
変
状
を
記

録
し
た
も
の
が
ア
イ
コ
ン
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
図
３
の
木
の
ア
イ
コ
ン
に
つ
い
て
は
自

然
環
境
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
示
し
た
も
の
で
す
が

ア
イ
コ
ン
の
種
別
に
よ
っ
て
実
際
の
変
状
の
種
別

が
表
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ア
イ
コ
ン
の
周
囲
が

青
い
外
枠
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
日
何
ら
か

の
形
で
記
録
を
上
書
き
す
る
と
赤
く
な
る
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
ど
こ
を
記
録
し
た
の
か
が
一
目
で

分
か
る
点
も
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
記
録
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
に

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
た
場
合
、
個
別
に
河
川
カ
ル
テ

等
に
デ
ー
タ
登
録
が
さ
れ
ま
す
。
今
現
在
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
2.2
に
つ
い
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
記
録
し

た
情
報
に
つ
い
て
、「
重
要
情
報
」
と
し
て
チ
ェ
ッ

ク
す
る
と
、
自
動
的
に
河
川
カ
ル
テ
に
登
録
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
に
更
新
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

点
検
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
前
回
点
検
結
果

の
参
照
が
容
易
と
な
り
ま
す
。
地
図
上
に
点
検
記

録
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
前
回
記
録
の
位

置
を
容
易
に
探
し
出
せ
ま
す
。
ま
た
、
前
回
の
記

録
が
デ
フ
ォ
ル
ト
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
前

回
記
録
と
の
比
較
に
よ
っ
て
進
行
程
度
を
確
認
で

き
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
、
点
検
に
当
た
っ
て
の
大

　

サ
ー
バ
ー
に
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
各
職
員
の
Ｐ
Ｃ
に
て
各
種
デ
ー

タ
を
閲
覧
す
る
、
あ
る
い
は
検
索
す
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
活
用
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

　

現
場
作
業
の
中
で
、
巡
視
点
検
に
つ
い
て
は
従

来
か
ら
写
真
撮
影
、
あ
る
い
は
野
帳
に
記
入
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
を
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
直
接
入
力
が
で
き
、ま
た
、

対
象
区
間
の
地
図
、
過
去
記
録
等
の
持
参
資
料
が

減
少
す
る
と
い
う
点
が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

次
に
室
内
作
業
、
記
録
整
理
で
は
従
来
、
写
真

の
取
り
込
み
、
野
帳
の
整
理
と
い
っ
た
手
作
業
が

生
じ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
に

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
巡
視

で
あ
れ
ば
、
巡
視
日
報
等
で
毎
日
生
じ
る
報
告
業

務
を
容
易
に
整
理
出
力
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
特
に
巡
視
で
は
、
巡
視
日
報
を
作
る
と
い

う
こ
と
が
業
務
上
規
定
さ
れ
て
お
り
、
従
来
で
あ

れ
ば
手
作
業
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
の

シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、作
業
が
自
動
化
さ
れ
ま
す
。

点
検
に
つ
い
て
は
、
現
場
で
入
力
し
た
デ
ー
タ
が

評
価
要
領
様
式
と
し
て
自
動
出
力
可
能
と
な
り
ま

す
。
従
来
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
様
式
に
手
入
力
で
b
、

c
、
数
、
写
真
等
を
添
付
し
て
い
た
の
が
、
今
後
、

こ
の
Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
評
価
の

自
動
集
計
、
あ
る
い
は
様
式
の
自
動
出
力
が
で
き

堤防点検(点検結果記録票）
データ、平面図、写真

画像ファイル[5588.jpg]は存在しません

kp ～ kp

コメント

6.000 +0 6.000 +0

状
況
等

重要情報 ○

要監視 ○

要対策 -

コメント

写 真

幅・開き　B 0.05 （ｍ）
深さ・高さ　H （ｍ）

点検事項 目地等の段差

程度判定 B

長さ・延長　L 60 （ｍ）

記 録 日 平成25年10月11日

点検項目 高水・堤防護岸

点検箇所 張ブロック

河川名 鶴見川

左右岸の別 右岸

距離標

出張所 新横浜出張所

整理番号

1

名称 川裏擁壁陥没 位置図

タブレット画面：　アイコンで変状箇所を記録

【RMDIS の堤防点検におけるメリット】
変状等の情報として、位置・内容・写真が確実に記録できる。

Web 画面：　各種情報、写真を記録

【図 3】タブレット画面と Web 画面

「木」のアイコン
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き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

		　

ま
た
、
堤
防
等
河
川
管
理
施
設
の
点
検
結
果
評

価
要
領
に
規
定
さ
れ
て
い
る
様
式
が
、
自
動
生
成

さ
れ
る
点
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。様
式
１（
図

７
参
照
）
の
総
括
表
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
が
自
動

的
に
集
計
さ
れ
ま
す
。
b
、
c
、
d
、
変
状
の
種

別
１
～
23
ま
で
現
在
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自

動
集
計
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
こ
も
従
来
の
手
作
業

が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

様
式
２
、３
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
自
動
的
に
生
成

さ
れ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
情
報
が
入
力
さ
れ
て
い

れ
ば
、
様
式
に
記
載
す
べ
き
情
報
が
自
動
的
に

Excel

と
し
て
生
成
さ
れ
ま
す
。

	

Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
活
用
に
あ
た
っ
て
の
課
題
と

今
後
の
展
望	

　

点
検
評
価
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
Ｒ
Ｍ
Ｄ

Ｉ
Ｓ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
様
々
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
も
の
の
、
改
善
す
べ
き
課
題
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
高
度
化
・
効
率
化
に
向
け
て
Ｒ
Ｍ
Ｄ

Ｉ
Ｓ
の
改
良
等
の
方
向
性
を
述
べ
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、
屋
外
で
は
画
面
が

見
え
に
く
い
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。
実
際
の
運

用
で
は
、
記
録
時
に
は
木
陰
に
戻
る
、
あ
る
い
は

車
の
陰
に
隠
れ
て
日
光
が
反
射
し
な
い
よ
う
に
見

や
す
く
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
現
場
で
は

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
が
日
中

屋
外
で
も
よ
く
見
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
シ
ス
テ
ム
の
改
良
で
は
困
難
な
事
柄
で
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
そ
の
も
の
に
内
在
し
て
い
る
課
題
で

あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
進
化
・

進
歩
に
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
精
度
に
関
す
る
課
題
も
あ
り
ま
す
。

場
所
に
よ
っ
て
特
定
位
置
が
実
位
置
と
著
し
く
異

な
り
、
特
定
精
度
が
低
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
反
応
速
度
が
非
常
に
遅
い
こ
と
が
あ
る
こ
と

に
加
え
て
、
入
力
ス
ピ
ー
ド
向
上
に
関
し
て
も
シ

ス
テ
ム
改
良
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

継
続
記
録
と
し
て
、
過
去
記
録
を
参
照
し
た
点

検
が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
国
土

地
理
院
の
地
図
に
ア
イ
コ
ン
と
し
て
過
去
記
録

が
表
示
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
当
該
箇
所
に
た

ど
り
着
く
、
あ
る
い
は
そ
こ
を
特
定
す
る
こ
と
も

難
し
い
場
合
も
あ
り
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の

よ
う
な
も
の
を
付
加
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

運
用
面
の
改
善
と
し
て
は
、
Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
を
用

い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
堤
防
点
検
実
施
体
制
等

の
構
築
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
入
力
時

間
を
考
慮
し
た
１
日
の
工
程
計
画
の
立
案
等
、
人

員
配
置
等
の
工
夫
に
よ
る
対
応
案
で
す
。
さ
ら
に

は
、
複
数
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
に
よ
る
効
率

化
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
そ

う
し
た
場
合
、
よ
り
多
く
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
作
業
の
効
率
化
向
上
の
た

め
に
は
ど
う
し
て
も
熟
練
度
を
上
げ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
国
交
省
の

【点検者】：班長名を入力

【名称】：以下の名称（変状発生個所）を入力

・川表、川裏を表記

例 土堤法面：表

・占用の場合、「土堤天端」

及び「構造物周辺」に表記

例 土堤天端：占用

構造物周辺：表、占用

 名称（略称） 内容
土堤法面 土堤法面
土堤天端 土堤天端
土堤法尻 土堤法尻
構造物周辺 樋門等構造物周辺堤防
護岸 高水・堤防護岸
低水 低水護岸
高潮・特殊 高潮堤防・特殊堤
その他 その他

【項目・箇所・点検事項】

【変状種別】：点検結果評価要領の変状種別が

項目・箇所・点検事項入力により自動入力

【程度判定】

健全度評価ランク（a,b,c,d（小文字））を選択

【方向】

亀裂の方向（「-」、「縦断」、「横断」、「網目状」）を選択

【変状規模】

長さ・延長、幅・開き、深さ・高さのすべての変状規模（単位：m）を計測し入力

【重要情報】【要監視】【要対策】

運用例
・重要情報⇒河川カルテに反映する場合にチェック
・要監視⇒程度判定「a～d」の場合にチェック
・要対策⇒程度判定「b～d」の場合に適宜チェック

コメント入力例

・詳細な変状状況・程度等のコメントを入力

・占用地の変状の場合、占用物の名称を記載し、占用者への報告・指導の状況も記載

・継続監視の変状で進行が確認されない場合、「変状変化なし」と記載

・補修後の状況確認時に異状が確認されない場合、「補修後変状なし」と記載

【状況等、補修等の対応】

【図 5】タブレットの登録画面① 【図 6】タブレットの登録画面②
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説
明
会
等
で
、
十
分
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
２
年
、

３
年
で
担
当
者
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
中
で
、

初
見
の
人
に
い
か
に
速
や
か
に
熟
練
度
を
上
げ
て

い
た
だ
く
の
か
と
い
っ
た
こ
と
も
、
大
き
な
課
題

と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
Ｒ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
は
オ
フ
ラ
イ
ン
に
よ
る
運

用
で
あ
る
た
め
、
現
場
作
業
終
了
後
に
事
務
所
に

戻
っ
て
デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
、
現
場
で
得
た
変
状
等
の
ス
ピ
ー

デ
ィ
な
情
報
共
有
と
い
う
こ
と
が
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
、地
方
整
備
局
ご
と
の
サ
ー

バ
ー
の
管
理
、
定
期
保
守
等
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
、
そ
の
労
力
、
費
用
が
か
か
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
へ
の
対
応
と
し
て
、
通
信
可
能
な
オ
ン

ラ
イ
ン
の
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
く
こ
と
が
構
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
出
水
中
な
ど
の
巡

視
点
検
結
果
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
確
認
が
実
現
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ
る
サ
ー
バ
ー

の
集
約
に
よ
り
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
省

力
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
進
み
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
な
っ
た
場
合
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て

の
活
用
方
法
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
大
量
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
分
析
評
価
手
法
の
１
つ
と
し
て
、
b
評
価
、
c

評
価
の
判
別
が
非
常
に
難
し
い
現
状
に
お
い
て
、

変
状
デ
ー
タ
を
図
８
の
よ
う
な
グ
ラ
フ
化
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
b
評
価
、
c
評
価
が
ど
の
位
置

に
あ
る
の
か
、「
見
え
る
化
」
し
、
特
に
経
験
が

少
な
い
点
検
者
の
方
で
も
１
つ
の
判
断
目
安
と
し

て
、
点
検
評
価
の
補
助
ツ
ー
ル
に
活
用
ｄ
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

長さ・延長 幅・開き 深さ・高さ

ｂ

ｃ

ｂ

ｃ

ｂ

ｃ

変
状
規
模
(cm)

①亀裂

河川特性：川幅○～○m、河床勾配○/○～○/○
堤防諸元：堤防高○～○m、堤防敷幅○～○m、法面勾配○/○

【図 8】蓄積データの活用イメージ

評価結果（変状規模・評価）をグラフ化
b 評価、c 評価の目安値が「見える化」される
→経験が少ない点検評価者への補助ツールとして活用

晴天のもとではタブレット画面が見えにくいため、日光を遮るなど
の工夫により現場で活用されている

 

 

堤防（土堤及び護岸、鋼矢板護岸、特殊堤・高潮堤防）の点検結果評価記録様式 様式１

[1] [2] [3] [4] [5] [6] [7] [8] [9] [10] [11] [12] その他 小計 評価 [13] [14] [15] [16] [17] [18] その他 小計 評価 [19] [20] [21] [22] [23] その他 小計 評価 評価 評価理由（土堤、護岸・特殊堤本体、鋼矢板に関しても記載のこと）

～ b 3 1 1 2 1 2 13 1 24 24

km c 2 4 1 7 7

d

～ b

km c

d

～ b 1 1 1 20 15 2 40 1 1 1 3 43

km c 12 2 1 15 15

d

～ b 1 1 1

km c 1 1 2 2

d

～ b

km c

d

～ b

km c

d

～ b

km c

d

～ b

km c

d

～ b

km c

d

～ b

km c

d

km b 4 2 1 3 2 22 28 3 65 1 1 1 3 68

km c 3 17 3 1 24 24

km d

7 2 0 1 3 0 0 0 2 39 31 0 4 89 0 0 0 1 1 1 0 3 0 0 0 0 0 0 0 92

※b,c,d の記入欄には変状箇所数を記入のこと。「-」は評価対象外を示し、空欄は使用不可とする。

土堤の評価項目：[1]亀裂、[2]陥没や不陸、[3]法崩れ、[4]沈下、[5]堤脚保護工の変形、[6]はらみ出し、[7]寺勾配、[8]モグラ等の小動物の穴、[9]排水不良、[10]樹木の侵入、[11]侵食（ガリ）・植生異常、[12]漏水・噴砂
護岸・本体の評価項目：[13]護岸・被覆工の破損、[14]はらみ出し、[15]基礎部の洗掘、[16]端部の侵食、[17]本体の破損、[18]接合部の変形・破断
鋼矢板護岸の評価項目：[19]鋼矢板の変形、はらみ出し、破損、[20]鋼矢板の腐食（サビ、孔、肉厚の減少）、[21]鋼矢板継手部の開き、欠損、[22]背後地盤の沈下、陥没、[23]笠コンクリートの変形、破損

小計

右岸側L= 35.00

合計L= 65.00

河川合計

左岸側L= 30.00

4

20.00 km 30.00 km

右岸側L= 5.00

右岸側L= 10.00

2

4.00 km 15.00 km

右岸側L= 5.00

右岸側L= 11.00

※うち3kmは山付き区間

右岸側L= 4.00

左岸側L= 0.00

右
岸

1

0.00 km 4.00 km

5

3

15.00 km 20.00 km

5

30.00 km 35.00 km

B

- C

左岸側L= 5.00

※山付き区間

左岸側L= 10.00

※うち3kmは山付き区間

B左岸側L= 8.00 -

C -

左岸側L= 7.00

4

20.00 km 30.00 km

12.00 km

7.00 km

A

3

12.00 km 20.00 km

B

A A A

- - - -

合
計

総合的な評価

●
●
地
方
整
備
局

●
●
河
川
事
務
所

●
●
出
張
所

●
●
川
水
系

●
●
川

左
岸

1

0.00 km

区
間

距離標
判
定

土堤 護岸・特殊堤本体 鋼矢板護岸
整
備
局

事
務
所

出
張
所

水
系

河
川
名

岸
別

2

7.00 km

【図 7】堤防等河川管理施設の点検結果評価要領に規定されている様式
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人
材
育
成
の
取
組
方
針

　

河
川
財
団
は
、
公
益
目
的
事
業
の
柱
の
一
つ
と

し
て
調
査
・
研
究
事
業
を
据
え
、
河
川
に
関
し
て

幅
広
く
調
査
・
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
公
益
法
人
と
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
た

め
に
は
、
研
究
員
の
調
査
・
研
究
能
力
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
質
の
高
い
成
果
を
出
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
河
川
財
団
で
は
、
研
究
指
導
体
制

の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
、
研
究
顧
問
に
加
え
て

研
究
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
研
究
フ
ェ
ロ
ー
制
度
を
設

置
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
御
指
導
い
た
だ
き
、

研
究
遂
行
能
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
研
究
員
の
発
表
能
力
向
上
や
最
新
の
技

術
・
研
究
等
に
お
け
る
知
見
の
取
得
、
現
場
に
お

け
る
体
感
を
踏
ま
え
た
土
木
技
術
の
理
解
等
、
幅

広
い
知
見
と
知
識
、
経
験
を
有
し
た
人
材
を
育
成

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

現
在
、
河
川
財
団
に
は
11
名
の
研
究
員
（
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
か
ら
の
出
向
者
）
が
在
席
し
て

い
ま
す
。
研
究
員
は
、
受
注
か
ら
完
了
ま
で
の
一

連
の
流
れ
を
経
験
す
る
と
と
も
に
、
一
級
河
川
に

人
を
「
育
て
る
」

河
川
財
団
の
取
組

河川塾「初等科」　山本晃一塾長による現場（渡良瀬川）での解説

技術移転を通じた
若手技術者の育成

様々な人材育成プログラム
01
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係
わ
る
業
務
を
通
じ
て
、
河
川
技
術
や
行
政
的
思

考
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
河
川
維
持
管
理
や

堤
防
植
生
管
理
等
の
最
新
技
術
に
関
す
る
研
究
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
研
究
発
表
会
や
河
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
お
け
る
発
表
、
山
本
晃
一
研
究
フ
ェ
ロ
ー
が
塾

長
を
務
め
る
河
川
塾
「
初
等
科
」、
最
新
の
技
術

や
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
目
指
し
た
河
川
研
究
セ

ミ
ナ
ー
や
河
川
研
究
会
等
、
年
間
を
通
じ
て
様
々

な
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

　

研
究
員
は
、
こ
れ
ら
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
て
知
識
や
知
見
を
蓄
え
、
土
木
技
術
者
の

最
高
資
格
で
あ
る
「
技
術
士
」
や
近
年
注
目
さ
れ

て
い
る
河
川
維
持
管
理
の
資
格
で
あ
る
「
河
川
点

検
士
」
等
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
向
終
了
後
に
は
各
社
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
姿
も
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
仕
事
に
積
極

的
な
っ
た
」「
業
務
に
対
す
る
視
野
が
広
く
な
っ

た
」「
技
術
士
の
資
格
を
取
得
し
た
」
な
ど
、
各

社
か
ら
高
い
評
価
も
得
て
い
ま
す
。

　

河
川
財
団
は
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
へ
の
貢
献
を

目
標
と
し
つ
つ
、
河
川
技
術
者
と
し
て
期
待
さ
れ

る
人
材
育
成
を
し
て
い
き
ま
す
。

幅広い分野の講師陣から知識・知見を学ぶ
【写真 3】河川研究セミナー

発表能力の向上目指す
【写真 1】河川技術シンポジウム　　【写真 2】河川財団研究発表会

現場を体感し、最新の土木技術を学ぶ
【写真 4】現場見学会（荒川）
【写真 5】現場見学会（八ッ場ダム）

3

21

4

5
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各地域の核となる指導者を
通じた普及展開

国際水教育プログラム
「プロジェクト WET」

全世界 66 以上の国と地域で普及されている国際水教育
プログラム「プロジェクト WET（Water Education for 
Teachers）。「アクティブ・ラーニング（主体的・対話的
で深い学び）」の要素を持ち、模擬体験や協同学習をベー
スとしたプログラム。日本では河川財団が事務局となり、
全国で約 8,000 人が指導者として登録されている。

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
実
現
す
る
水

教
育
ツ
ー
ル
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｗ
Ｅ
Ｔ
」

　

１
９
８
４
年
に
開
発
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｗ

Ｅ
Ｔ
は
、
約
30
年
の
実
績
を
持
ち
全
世
界
66
以
上

の
国
と
地
域
に
展
開
さ
れ
て
い
る
水
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
や
世
界
気
象
機
構
、
ネ
ス

レ
や
リ
ー
バ
イ
ス
等
と
連
携
し
て
開
発
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
あ
り
、
全
米
理
科
教
師
協
会
の
推
薦
を

受
け
る
な
ど
、
大
学
や
小
中
高
等
の
教
育
機
関
で

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
河
川
財
団
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｗ
Ｅ
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
普
及
・
展

開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｗ
Ｅ
Ｔ
は
、
理
科
や
社
会
を
は

じ
め
と
す
る
各
教
科
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
デ
ィ

ベ
ー
ト
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
、
実
験
、
調
査

等
の
指
導
方
法
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
水
教
育
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
例
え
ば
「
驚
異
の
旅
」
と
呼

ば
れ
る
、
サ
イ
コ
ロ
を
転
が
し
て
水
の
循
環
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
は
、
水
が

蒸
発
し
雲
と
な
り
各
地
に
降
り
注
ぐ
様
子
を
、
さ

な
が
ら
巨
大
な
す
ご
ろ
く
の
よ
う
な
形
式
で
学
び

ま
す
。
さ
ら
に
、
自
分
の
水
の
旅
と
友
達
の
辿
っ

た
水
の
旅
と
の
違
い
に
つ
い
て
対
話
す
る
、
あ
る

い
は
水
が
移
動
す
る
過
程
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
で
、
さ
ら
な
る
探
求
心
を
促
す
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
２
０
２
０
年
度
よ
り
小
学
校
で
全
面
実
施

さ
れ
る
次
期
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
主
体
的
・

人
を
「
育
て
る
」

河
川
財
団
の
取
組

02
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各地域の核となる指導者を
通じた普及展開

国際水教育プログラム
「プロジェクト WET」

企
業
、
行
政
職
員
、
学
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

様
々
な
職
種
の
方
々
が
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｗ
Ｅ
Ｔ
を
活
用
で
き
る
指
導
者
（
エ
デ
ュ
ケ
ー

タ
ー
）
と
な
る
に
は
６
時
間
以
上
の
講
習
会
を
受

講
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
講
習
会
を
開
催
す
る

の
が
全
国
各
地
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
す
。

　

一
般
指
導
者
（
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
）
と
な
る
講

習
会
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｗ
Ｅ
Ｔ
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
体
験
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
方
法
を
学

ぶ
だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

そ
の
過
程
で
参
加
者
自
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
表
現
力
、
発
表
力
の
向
上
や
問
題
解
決

能
力
等
が
磨
か
れ
ま
す
。
い
わ
ば
講
習
会
自
体
が

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
要
素
を
持
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

平
成
15
年
か
ら
28
年
度
ま
で
に
約
６
６
０
回
の

講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
約
８
，
０
０
０
人
が
一
般

指
導
者
（
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
）
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
学
校
教
員
は
も
と
よ
り
、行
政
関
係
者
、

民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
О
等
の
団
体
、
大
学
生
な
ど
、

様
々
な
立
場
や
年
齢
の
方
々
が
一
般
指
導
者
と
な

り
、
学
校
現
場
や
企
業
活
動
、
行
政
に
よ
る
出
前

講
座
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
全
国
各
地
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｗ
Ｅ
Ｔ
を
活
用
し
た
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

河
川
財
団
で
は
各
地
域
の
指
導
者
と
連
携
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｗ
Ｅ
Ｔ
の
展
開
を
通
じ
、
子
ど
も

た
ち
の
川
・
水
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の
た
め
の
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

【写真上】河川財団が年に一度
主催して行う「ファシリテー
ター（上級・普及指導者）講
習会」。平成 29 年 12 月に開
催した第 17 回目のファシリ
テーター講習会では、全国各
地から集まった 20 名を認定。

【写真下】関東地区の保健体育
教員（高校）が一堂に会する
大会（第 45 回関東地区高等
学校保健体育研究会）の分科
会において、茨城県の高等学
校教員により、高校の保健体
育におけるプロジェクト WET
活用事例が紹介される。

対
話
的
で
深
い
学
び
（「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
」）
の
実
現
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
川
や
水
に
関

す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持
っ
て
も
ら
う
に
は
、
子
ど

も
た
ち
の
興
味
関
心
を
引
き
出
し
、
自
分
事
と

し
て
捉
え
て
も
ら
う
た
め
の
教
育
手
法
が
重
要
で

す
。

　

河
川
財
団
で
は
こ
の
ツ
ー
ル
を
用
い
た
指
導
者

講
習
会
を
展
開
し
、
子
ど
も
た
ち
に
川
や
水
に
つ

い
て
よ
り
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
指
導
者

を
認
定
す
る
な
ど
、
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｗ
Ｅ
Ｔ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

普
及
・
推
進
を
担
う
指
導
者

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｗ
Ｅ
Ｔ
の
普
及
・
推
進
は
約

３
０
０
名
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
上
級
・
普
及

指
導
者
）
が
そ
の
中
核
を
担
っ
て
い
ま
す
。
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
大
学
や
小
中
高
の
教
員
、
民
間
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河川財団	近畿事務所	研究発表会
－河川基金助成事業成果及び財団受託成果発表－

　

河
川
財
団	

近
畿
事
務
所
で
は
、
淀
川
の
特
徴
的

な
自
然
環
境
の
保
全
と
再
生
に
関
す
る
調
査
・
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
11
月
30
日
の
発
表
会

で
は
、
城
北
・
楠
葉
・
唐
崎
の
各
地
区
で
整
備
さ

れ
た
ワ
ン
ド
に
お
け
る
タ
ナ
ゴ
類
、
イ
シ
ガ
イ
類
、

植
生
等
の
調
査
結
果
と
課
題
を
中
心
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
取
組

　

淀
川
管
内
の
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
近
年
の
取
り

組
み
と
し
て
、①「
淀
川
水
系
一
斉
美
化
ア
ク
シ
ョ

ン
」と
題
し
て
、淀
川
管
内
全
域
に
お
け
る
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
と
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
、
②
淀
川
河
川
公
園	

大
塚
地
区
整
備
計
画
の
ベ
ス
ト
な
実
現
に
向
け
た

住
民
連
携
と
堤
防
維
持
管
理
、
③
地
域
の
マ
イ
防

災
マ
ッ
プ
づ
く
り
と
し
て
、
中
学
生
が
取
り
組
む

地
域
防
災
の
取
り
組
み
等
、
活
動
内
容
が
年
々
進

化
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
講
演
：
淀
川
に
お
け
る
外
来
種
対
策
の
あ
り
方

　

特
別
講
演
は
、
野
生
動
物
の
保
護
管
理
問
題
や

日
本
の
外
来
種
問
題
が
ご
専
門
で
、「
日
本
生
態

学
会
外
来
種
検
討
作
業
部
会	

部
会
長
」、「
環
境

省
外
来
生
物
専
門
家
会
合	

ほ
乳
類
・
鳥
類
座
長
」、

「
国
際
自
然
保
護
連
合
侵
略
的
外
来
種
専
門
家
委

員
」
等
を
歴
任
さ
れ
て
い
る
村
上	

興
正	

先
生
を

お
招
き
し
、『
淀
川
に
お
け
る
外
来
種
対
策
の
あ

り
方
』
と
題
し
て
、
侵
略
的
外
来
種
の
対
策
事
例

や
侵
略
的
外
来
種
の
防
除
戦
略
等
に
つ
い
て
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

河
川
基
金
助
成
事
業
成
果
発
表

　

河
川
基
金
助
成
事
業
成
果
の
発
表
で
は
、
98
題

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
研
究
『
河
口
域
の
環
境
保

全
・
自
然
再
生
の
た
め
の
河
川
改
修
技
術
の
構
築

に
関
す
る
研
究
』、『
住
民
と
行
政
の
協
働
川
づ
く

り
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
手
法
に
関
す
る
研

究
』、『
洪
水
流
・
河
床
変
動
解
析
へ
の
デ
ー
タ
同

化
手
法
の
導
入
に
関
す
る
研
究
』、『
河
川
堤
防
の

安
全
性
向
上
に
寄
与
す
る
間
隙
空
気
噴
発
現
象
の

要
対
策
区
間
の
抽
出
法
』、『
耐
塩
性
日
本
芝
と
塩

化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
用
い
て
、
河
川
法
面
の
除
草

作
業
の
軽
減
を
図
る
。
野
生
ノ
シ
バ
の
法
面
緑
化

の
有
効
性
。』、『
河
川
の
災
害
対
応
に
資
す
る
３

次
元
可
視
化
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
関
す
る

研
究
』
の
計
６
題
の
成
果
が
発
表
さ
れ
、
活
発
な

質
疑
応
答
が
、
堀
研
究
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
池
淵
研

究
フ
ェ
ロ
ー
の
進
行
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
、
地
方
自
治
体
、
企
業
、
研
究
機
関
な
ど
か

ら
約
80
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
発
表
や
講
演
に
対

し
て
多
く
の
質
問
・
意
見
を
頂
き
、
本
会
の
内

容
に
大
変
満
足
し
た
と
い
う
ご
意
見
も
頂
き
ま
し

た
。
発
表
者
や
講
師
の
方
々
、
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

元京都大学大学院理学研究科 講師
村上興正先生による特別講演

「淀川における外来種対策のあり方」

報告
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育
成
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度　

河
川
基
金
助
成
事
業
成
果
発
表

　

河
川
基
金
助
成
事
業
成
果
発
表
で
は
、「
石
の

埋
没
度
と
ア
ユ
の
食
み
跡
の
関
連
解
析
に
よ
る
堆

積
土
砂
量
の
許
容
値
の
検
討
」を
土
木
研
究
所（
自

然
共
生
研
究
セ
ン
タ
ー
）	

小
野
田
幸
生
専
門
研
究

員
、「
小
学
校
に
お
け
る
河
川
は
ん
濫
に
対
す
る

高
台
避
難
の
た
め
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
整
備
に
向
け

た
実
践
研
究
」
を
愛
知
工
業
大
学	

小
池
則
満
教

授
に
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

発
表
会
当
日
は
、
産
・
官
・
学
の
河
川
技
術
者

１
０
９
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
当

発
表
会
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て

も
、
多
数
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
安
全
で
災
害
に
強
い
川
・

豊
か
で
美
し
い
川
づ
く
り
と
、
人
々
と
河
川
の
繋

が
り
を
目
指
し
て
、
河
川
に
関
す
る
各
種
調
査
研

究
を
行
う
と
と
も
に
、
研
究
発
表
会
等
の
場
を
通

じ
て
、そ
の
成
果
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

11
月
17
日
に
開
催
し
た
河
川
財
団
名
古
屋
研
究

発
表
会
で
は
、
講
演
と
し
て
堤
防
の
法
面
管
理
に

関
す
る
話
題
を
１
題
、
河
川
財
団
の
研
究
発
表
と

し
て
河
川
管
理
施
設
の
維
持
管
理
の
研
究
成
果
を

２
題
と
河
川
利
用
者
等
に
対
す
る
河
川
教
育
の
話

題
を
１
題
、
河
川
基
金
助
成
事
業
の
成
果
発
表
を

２
題
、
計
６
題
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
：
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
活
性
に
強
い
被
覆
植
物
を

利
用
し
た
河
川
の
法
面
管
理
に
つ
い
て

　

講
演
は
、
東
京
農
工
大
学
大
学
院	

農
学
研
究

院	

国
際
環
境
農
学
部
門
の
藤
井
義
晴
教
授
を
お

迎
え
し
て
、「
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
活
性
に
強
い
被
覆

植
物
を
利
用
し
た
河
川
の
法
面
管
理
に
つ
い
て
」

の
題
目
に
て
、
植
物
が
本
来
持
っ
て
い
る
ア
レ
ロ

パ
シ
ー
（
他
感
作
用
）
の
機
能
や
、
そ
の
特
性
を

利
用
し
た
堤
防
植
栽
へ
の
応
用
と
新
た
な
法
面
管

理
手
法
へ
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
、
貴
重
な
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

河
川
財
団
名
古
屋
事
務
所　

研
究
発
表

　

河
川
財
団
の
研
究
発
表
で
は
、「
堤
防
管
理
か

ら
み
た
堤
防
植
生
の
新
技
術　

～
堤
防
植
生
タ
イ

プ
区
分
調
査
の
提
案
～
」、「
堤
防
等
河
川
維
持
管

理
施
設
点
検
評
価
結
果
の
現
状
と
今
後
の
展
開　

～
点
検
評
価
結
果
の
公
表
と
河
川
維
持
管
理
Ｄ
Ｂ

の
活
用
～
」
に
お
い
て
、
河
川
の
維
持
管
理
に
関

す
る
最
新
の
情
報
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、「
河

川
教
育
、
Ｒ
Ａ
Ｃ
＆
Ｅ
ボ
ー
ト
講
習
を
通
じ
た
人

材
育
成
」
に
お
い
て
は
、
今
年
度
実
施
し
た
人
材

第 11 回	公益財団法人	河川財団	名古屋研究発表会
－河川財団研究発表並びに河川基金助成事業成果発表－

東京農工大学大学院 農学研究院 
国際環境農学部門　藤井義晴教授
による講演
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お知らせ

ジュニア ･ シニア・レディス ゴルフレッスン

日時： 平成 30 年 4 月 3 日（火）
会場： 川崎リバーサイドパーク（ゴルフ場）
定員：80 名予定
参加費：300 円（保険料）

川に親しみ、健康増進に貢献するための取組（河川健康公園イベント情報）

【多摩川河川健康公園】

夏休みジュニア ･ シニア・レディ
ス ゴルフレッスンの様子

春休みゴルフジュニアレッスン

日時： 平成 30 年 3 月 26 日（月）～ 30 日（金）午前中に 2 レッスン（予定）
会場：荒川・扇河川健康公園ゴルフ練習場（3 日間）、
　　　新東京都民ゴルフ場（2 日間）
定員： 各日定員 8 名
参加費： 300 円（保険料）

【荒川・扇河川健康公園】

パークゴルフ初心者講習会

日時： 平成 30 年 3 月までは毎月第 3 土曜日
会場： 荒川・扇河川健康公園パークゴルフ場
定員：30 名程度
参加費：大人 800 円、小人 400 円（クラブ・ボール代込み）

　河川財団では、都市部における貴重なオープンスペースであり、数少ない自然環境が残された空間である河川敷を活用し、環

境整備を行った河川健康公園を適正に維持管理し、水辺環境の向上を図るとともに、安全で安心してスポーツや河川学習、自然

体験を行う事が出来る場所や機会を提供し、沿川の地域住民の河川利用の促進や健康増進を図ることを目的として管理、運営をし

ています。　【荒川・扇河川健康公園（東京都足立区）】　【多摩川河川健康公園（神奈川県川崎市）】　【庄内川・幸心河川健康公園（愛知県名古屋市）】

スカイツリーが臨めるパークゴルフ場
（荒川・扇河川健康公園）

都内では唯一の本格的なパークゴルフ場です。子ども
からお年寄りまで、スカイツリーを眺めながら楽しめ
ます。都市環境にいながら河川敷ならではの開放感と
緑に囲まれて伸び伸びプレーすることができます。

多摩川交流センターの交流・休憩スペースに併設した
「川崎リバーサイドカフェ」（多摩川河川健康公園）

多摩川河川健康公園

荒川・扇河川健康公園

荒川・扇河川健康公園
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書籍紹介
山本晃一著「河川堤防の技術史」

　堤防は常に変化する長い河川河道に沿って築堤された構造物で

あり、被災を受けて実践を重ね、改良してきた長い治水の歴史の

産物です。その技術は経験的色彩が強いものでした。しかし、国

土保全の観点から、機能及び安全性を評価し、必要な堤防強化

を行い、維持管理体制の明示化・システム化し得る堤防技術の工

学化が求められました。

　本書では、河川管理施設として最も重要であり、かつ合理的機

能評価が難しい堤防を取り上げ、現堤防技術の到達点を技術の

変遷史として記し、さらに今後の技術の方向性について述べてお

ります。ぜひ一度お手に取っていただけるようお願いいたします。

ご寄付の御礼

河川基金へ寄付いただいた皆様へ
　平成29年1月1日から12月31日までの一年間に、一般財団法人	宮崎大淀川スポーツセンターや吉田高樹様、

藤代國忠様をはじめとする、団体や個人の皆様から 3,745,336 円のご寄付をいただきました。寄付者の皆様に心

より御礼申し上げます。ご厚志につきましては、河川基金として管理し、その運用益を河川の治水・利水・環境

に関する調査、川づくり団体の活動や学校での河川教育を支援する助成事業のために有効に使わせていただく所

存でございます。

一般寄付をいただいた皆様へ
　平成 29年 10月 18日に藤代國忠様からご寄付をいただきました。心より感謝申し上げます。ご厚志につきま

しては、寄付金取扱規程により管理し、「調査研究」「助成」「河川教育」「河川健康公園」の公益目的事業に有効

に使わせていただく所存でございます。

公益財団法人　河川財団

　　理事長　　関　克 己

河川堤防の技術史

2017 年 10 月 25 日　発行

著者　　山本晃一
企画　　公益財団法人　河川財団
発行所　技報堂出版株式会社
定価　　本体 3,200 円 + 税
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本部
総務部  TEL:03-5847-8301 FAX:03-5847-8308
経営企画部  TEL:03-5847-8302 FAX:03-5847-8308
 
基金事業部  TEL:03-5847-8303 FAX:03-5847-8309
子どもの水辺サポートセンター
  TEL:03-5847-8307 FAX:03-5847-8314
河川総合研究所 TEL:03-5847-8304 FAX:03-5847-8310

（戦略的維持管理研究所）

東京事務所  TEL:03-5847-8306 FAX:03-5847-8310

本部
〒 103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町 11-9 住友生命日本橋小伝馬町ビル（2F）
http://www.kasen.or.jp E-mail:info@kasen.or.jp

名古屋事務所
〒 463-0068 名古屋市守山区瀬古 3 丁目 710 番地
TEL052-388-7891 FAX052-388-7918
E-mail:info-n@nagoya.kasen.or.jp

近畿事務所
〒 540-6591 大阪市中央区大手前 1-7-31（OMM13F）
TEL06-6942-2310 FAX06-6942-2118
E-mail:info-o@osaka.kasen.or.jp

ご寄付のお願い

河川基金へのご寄付について
　河川基金（平成 28 年度助成事業より、名称を「河

川整備基金」から「河川基金」に変更）は、民間の協

力を得て河川整備を緊急に推進するため、政府の閣議

了解に基づき昭和 63年に設立されました。

　河川基金では、その運用益をもちいて、河川に関す

る様々な調査・研究、市民団体等の川づくり団体が行

う河川への国民の理解を深める活動、学校教育の現場

において河川・流域を通じて環境・防災・歴史文化等

を学習する河川教育の支援をしてきています。今後も、

よりよい " 川づくり " に役立つ様々な活動に支援を行

うことにより、人々の河川への理解が深まり、人と川

その他の当財団事業へのご寄付について
　当財団の事業に必要な資金は、河川基金の運用

収入により実施している助成事業を除き、主に事

業収入により実施していますが、今後さらにこれ

らの活動を充実させていくためには、当財団の事

業にご理解とご賛同をいただいた方々からのご寄

付が貴重です。ご協力をお願い申し上げます。	皆

寄付金の税法上の優遇措置について
　当財団は、内閣総理大臣より「公益財団法人	」としての認定を

受けております（認定日は平成 25 年 3月 21 日、法人登記日は

同年 4月 1日）ので、当財団への寄付金には上記の河川基金への

寄付金及び一般寄付金のいずれについても特定公益増進法人とし

ての税法上の優遇措置が適用され、所得税（個人）・法人税（法人）

の所得控除等が受けられます。

の良好な関係がさらに強いもの

となることをめざします。

　このような河川基金の趣旨を

ご理解いただき、本基金のさら

なる造成のためにご協力をお願

い申し上げます。

河川財団が「紺綬褒章」公益団体として、内閣府より認定

様からいただく寄付

金は、本財団の「寄

付金取扱い規程」に

則り、有効に使用さ

せていただきます。
河川財団 検索

詳 細 は 河 川 財 団 HP を
ご覧ください。

　河川財団は、内閣府（賞勲局）より「紺綬褒章」

の公益団体認定（褒章条例ニ関スル内規	第２条）

を受けました（平成 29年 6月28日付）。褒章の

一つである「紺綬褒章」は、公益のため私財を寄

付した方々（個人では 500	万円以上、法人では

1,000	万円以上）を対象としています。

　平成 29年 6月28日以降、河川財団へのご寄

付（河川基金への寄付または一般寄付）をいただ

いた方で上記条件を満たす場合には「紺綬褒章」

の授与申請を致します。

紺綬褒章とは（内閣府 HP より）

   公益のために私財を寄附した者を対象とする紺綬褒章は、表彰されるべ
き事績の生じた都度、各府省等の推薦に基づき審査をし、授与を行ってい
ます。
   国、地方公共団体又は公益団体（公益を目的とし、法人格を有し、公益
の増進に著しく寄与する事業を行う団体であって、当該団体に関係の深い
府省等の申請に基づき賞勲局が認定した団体）に対する寄附が授与の対象
となります。

   ※地方公共団体等への寄附について、寄附者が当該寄附に対する返礼品
（記念品の類を除く）を受領した場合は、紺綬褒章の対象となりません。


